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３   新型コロナウイルス
を乗り越えて　　　　
ドクターズ・デモンス
トレーションシンポ

５   オンライン資格確
認を考える

５   原発作業員を追い
続けて 　　　　　　
東京新聞　片山夏子

　原発事故から数年後
の現場では、作業を急
がされ事故が多発し
た。実態を報告する。

写真提供 東京電力ホールディングス

骨
太
の
方
針

2
0
2
2
が
6

月
7
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
保
険
証

利
用
等
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
医
療
機
関

へ
の
導
入
義
務
化
、現
行
の

保
険
証
の
将
来
的
な
原
則
廃

止
が
明
記
さ
れ
た
▼
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
は
、保
険
医

療
機
関
・
薬
局
を
対
象
に「
2

0
2
3
年
4
月
か
ら
導
入
を

原
則
と
し
て
義
務
付
け
る
」

と
し
、保
険
証
は
加
入
者
か

ら
の
希
望
に
よ
り
任
意
で
発

行
す
る
と
し
て
い
る
が
、将
来

的
に「
原
則
廃
止
」を
掲
げ
て

い
る
▼
こ
れ
ま
で
多
額
の
費

用
を
投
じ
宣
伝
・
誘
導
を
行

っ
て
き
た
も
の
の
、国
民
の
カ

ー
ド
取
得
率
は
未
だ
半
分
以

下
に
留
ま
っ
て
い
る
。6
月

12
日
時
点
で
、カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
申
込
数
58
・
8
％
、準
備

完
了
施
設
数
27
・
0
％
、運
用

開
始
施
設
数
21
・
5
％
と
い

う
現
実
。ど
の
よ
う
な
ご
り

押
し
の
マ
ジ
ッ
ク
を
使
っ
て
、

目
標
を
達
成
し
よ
う
と
い
う

の
か
▼
と
に
か
く
医
療
機
関

に
マ
イ
ナ
受
付
を
導
入
さ
せ

る
た
め
、患
者
負
担
増
も
い

と
わ
な
い
方
針
で
、22
年
度

診
療
報
酬
改
定
で
は｢

電
子

的
保
健
医
療
情
報
活
用
加

算
」が
新
設
さ
れ
た
が
、批
判

が
相
次
ぎ
、中
医
協
で
廃
止

も
含
め
て
見
直
し
を
検
討
す

る
と
い
う
お
粗
末
な
結
果
と

な
っ
た
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
あ
り
き
で
、国
民
の
利
便

性
を
考
え
な
い
施
策
が
、受

け
入
れ
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。

（
Ｔ
）

保
団
連
で
は
、「
選
挙
へ
行
こ
う
」
リ
ー
フ
な
ど
を
作
成

し
、
患
者
さ
ん
に
参
院
選
で
の
投
票
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

大
阪
歯
科
協
会
の
玉
川
尚
美
さ
ん
（
写
真
）
は
「
国
会
議

員
に
は
命
と
暮
ら
し
を
守
る
義
務
が
あ
る
」
と
話
す
。
取

り
組
み
の
様
子
を
聞
い
た
。

「国民が主権者」忘れずに

大阪歯科協会　玉川尚美 さん

「
患
者
負
担
増
反
対
」
や

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
」
の
署
名
は
い
つ
も
窓
口

に
置
い
て
、
患
者
さ
ん
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の

中
に
は
、
新
し
い
署
名
に
、

こ
ち
ら
が
声
を
か
け
ず
と
も

署
名
し
て
く
だ
さ
る
方
も
多

い
で
す
。

大
阪
歯
科
協
会
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
医
療
体
制
の
脆

あて先
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冒
頭
あ
い
さ
つ
で
住
江
憲

勇
会
長
は
、
2
年
半
の
コ
ロ

ナ
禍
を
振
り
返
り
、
患
者
が

受
診
す
ら
で
き
ず
に
自
宅
で

死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が
相
次
ぐ

な
ど
、
日
本
の
社
会
保
障
の

脆
弱
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
述
べ
、
背
景
に
は
40
年
来

の
新
自
由
主
義
政
策
が
あ
る

と
指
摘
。
岸
田
政
権
も
そ
の

本
質
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と

批
判
し
た
。
さ
ら
に
骨
太
の

方
針
2
0
2
2
で
は
、
5
年

以
内
の
防
衛
費
倍
増
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

社
会
保
障
の
破
壊
が
進
む
と

懸
念
を
表
明
。
新
自
由
主
義

が
国
民
生
活
に
も
た
ら
し
て

い
る
困
難
を
共
有
し
、
た
た

か
う
こ
と
が
政
治
を
変
え
る

原
動
力
に
な
る
と
訴
え
た
。

宇
佐
美
宏
副
会
長
は
会
務

報
告
の
提
案
で
、
参
院
選
で

医
療
・
社
会
保
障
充
実
の
政

治
を
実
現
す
る
た
め
に
、
保

険
医
、
患
者
、
国
民
の
要
求

と
呼
び
掛
け
た
。

参
院
選
に
向
け
た
世

論
づ
く
り
重
要

代
議
員
か
ら
は
、
10
月
か

ら
実
施
が
予
定
さ
れ
る
75
歳

以
上
の
窓
口
負
担
2
割
化
に

関
し
「
参
院
選
を
前
に
国
民

に
広
く
危
険
性
を
訴
え
、
高

齢
者
の
医
療
を
守
る
と
い
う

世
論
づ
く
り
が
大
切
」、「（
参

院
選
は
）
実
施
を
止
め
る
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
」、「
参
院
選

を
要
求
実
現
の
最
大
の
機
会

と
と
ら
え
、
75
歳
以
上
の
窓

口
負
担
2
割
化
の
中
止
、
新

自
由
主
義
か
ら
の
真
の
脱
却

を
国
民
的
世
論
に
押
し
上
げ

る
べ
く
、
残
さ
れ
た
数
少
な

い
時
間
、
最
後
ま
で
奮
闘
を

各
協
会
に
呼
び
掛
け
た
い
」

な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
岸
田
首
相
が
9
条

改
憲
と
防
衛
費
の
倍
増
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、「
財
源
は
、
社
会
保

障
の
さ
ら
な
る
削
減
、
消
費

税
の
増
税
、
赤
字
国
債
の
発

行
が
考
え
ら
れ
る
」「
国
民
に

負
担
を
押
し
付
け
る
、
改
憲

議
論
に
よ
る
軍
備
強
化
は
許

さ
れ
な
い
」
と
指
摘
し
、
参

院
選
で
改
憲
勢
力
を
減
ら
す

こ
と
が
必
要
と
の
発
言
も
出

さ
れ
た
。

こ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
、
歯

科
医
療
費
総
枠
拡
大
、
診
療

報
酬
の
不
合
理
是
正
、
金
パ

ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
問
題
、
コ
ロ

ナ
対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。

代
議
員
会
で
採
択
、
承
認

さ
れ
た
議
事
は
以
下
の
通

り
。
代
議
員
会
議
長
・
副
議

長
の
選
出
／
会
務
報
告
／
2

0
2
1
年
度
決
算
及
び
監
査

報
告
／
代
議
員
会
決
議

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
は
、
6
月
26
日
、

第
1
回
代
議
員
会
を
開
催
。
全
協
会
・
医
会
か
ら
1
1
3

人
の
代
議
員
が
ウ
ェ
ブ
も
含
め
て
参
加
し
、
議
論
を
交
わ

し
た
。
代
議
員
か
ら
は
、
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
2
割
化

の
中
止
や
防
衛
費
増
額
の
阻
止
に
向
け
て
、
2
週
間
後
に

迫
っ
た
参
院
選
の
重
要
性
を
強
調
す
る
発
言
が
相
次
い
だ
。

会
務
報
告
な
ど
の
議
事
を
賛
成
多
数
で
採
択
し
、
代
議
員

会
決
議
を
承
認
し
た
。（
3
面
に
代
議
員
会
決
議
全
文
、
討

論
の
詳
報
は
後
日
掲
載
）

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

診
療
室
で
政
治
的
な
話
を

す
る
の
は
難
し
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
医
療
や
社
会
保

障
の
こ
と
で
、
医
療
者
や
患

者
さ
ん
が
困
っ
た
立
場
に
な

っ
て
し
ま
う
の
を
見
過
ご
さ

ず
に
知
ら
せ
、
考
え
て
も
ら

い
、
よ
り
良
い
社
会
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
度
の
参
院
選
で
は
、
与

党
と
補
完
勢
力
が
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
を
口
実
に
防
衛
費

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
1
％
か
ら
2
％

へ
の
増
強
を
目
指
す
と
し
て

い
ま
す
。
防
衛
費
が
2
倍
の

10
兆
円
超
と
な
れ
ば
、
な
お

一
層
の
医
療
、
社
会
保
障
の

削
減
や
消
費
税
増
税
に
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に

政
府
が
言
う
よ
う
に
周
辺
国

か
ら
の
脅
威
を
回
避
で
き
る

の
か
、
逆
に
警
戒
心
を
煽
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。

5
兆
円
の
防
衛
費
増
加
分

が
あ
れ
ば
、
公
的
保
険
医
療

費
の
自
己
負
担（
1
〜
3
割
）

が
ゼ
ロ
に
な
る
と
の
指
摘
も

あ
り
ま
す
。
保
団
連
の
「
選

挙
へ
行
こ
う
」
リ
ー
フ
を
使

っ
て
、
国
会
議
員
に
は
私
た

ち
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
義

務
が
あ
り
、
国
民
が
主
権
者

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

ず
、
選
ん
だ
議
員
が
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
か
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

お
話
し
し
て
い
ま
す
。

弱
化
や
カ
ジ
ノ

推
進
問
題
な
ど

で
も
、
私
た
ち

府
民
の
命
と
暮

ら
し
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
行

政
に
対
す
る
意

思
を
示
す
署
名

第１回代議員会を開催

社会保障の充実へ
政治の地殻変動を

を
受
け
止
め
る
議
員

を
増
や
す
必
要
が
あ

る
と
強
調
。
仏
の
下

院
選
挙
で
、
新
自
由

主
義
政
策
を
進
め
る

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
に

対
抗
し
て
結
成
さ
れ

た
左
派
政
党
の
連
合

が
、
医
療
従
事
者
の

増
員
な
ど
を
掲
げ
て

議
席
を
倍
増
さ
せ
た

結
果
に
も
触
れ
、
こ

う
し
た
地
殻
変
動
と

も
い
う
べ
き
動
き
を

日
本
で
も
起
こ
そ
う

ウェブも併用して開催された代議員会のもよう

5XJUUUFSσϞ
7月7日（木）17時～
保団連は参院選にむけて、「選挙に行

こう」などと呼び掛けるTwitter デモを
行っています。第 3 回目は 7 日の 17
時スタート。TwitterやFacebookで、「#
安心の医療・介護の実現を」「#わたし
の願いを投票に」と書いて発信してく
ださい。

参院選で選ぼう
安心のくらし

保団連参院選特設ページはこちら➡
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高村　忠範

金融緩和・異常円安で物価高騰

歯科医療改善への各党態度
ʮอݥͰྑ͍ࣃՊʯશࠃ࿈བྷձΞϯέʔτ

医
療
機
関
へ
の
減
収

補
填

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
営
危

機
へ
の
減
収
補
填
に
は
、
立

民
・
共
産
・
社
民
は「
賛
成
」。

自
民
・
国
民
は
「
そ
の
他
」

と
回
答
し
、「
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
等
行
っ
て
お
り

引
き
続
き
取
り
組
む
」（
自

民
）、「
緊
急
包
括
支
援
交
付

金
の
柔
軟
な
運
用
が
必
要
」

（
国
民
）
な
ど
と
し
た
。

窓
口
負
担
割
合
の
引

き
下
げ

共
産
・
社
民
は
「
賛
成
」。

自
民
・
立
民
・
国
民
は
「
そ

の
他
」
と
し
、「
一
定
の
負
担

は
避
け
ら
れ
な
い
」（
自
民
）、

「
所
得
基
準
の
妥
当
性
の
検

討
が
必
要
」（
国
民
）、「
自
己

負
担
を
適
正
化
す
べ
き
」（
立

民
）
な
ど
と
し
た
。

保
険
適
用
範
囲
の

拡
大

国
民
・
共
産
・
社
民
は「
賛

成
」。
国
民
は
「
医
療
費
抑
制

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
病

気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
歯
科

治
療
の
門
戸
を
広
げ
る
こ
と

が
必
要
」
と
し
た
。
自
民
・

立
民
は
「
そ
の
他
」
と
し
、

「
財
政
影
響
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
す
べ
き
」（
立
民
）
な

ど
と
し
た
。

金
パ
ラ
「
逆
ザ
ヤ
」

自
民
は
「
価
格
改
定
制
度

の
見
直
し
や
緊
急
改
定
な
ど

の
措
置
を
講
じ
て
い
る
」
と

し
た
。
他
各
党
は
価
格
改
定

制
度
の
検
討
や
診
療
報
酬
引

き
上
げ
に
よ
り
「
逆
ザ
ヤ
」

解
消
が
必
要
と
し
た
。
加
え

て
、
共
産
は
価
格
差
の
緊
急

補
填
や
新
規
材
料
の
保
険
導

入
推
進
、
社
民
は
窓
口
負
担

軽
減
と
保
険
料
減
免
の
必
要

性
に
言
及
し
た
。

学
校
健
診
後
の
歯
科

治
療

学
校
健
診
で
指
摘
さ
れ
た

子
ど
も
の
歯
列
・
咬
合
異
常

に
対
す
る
保
険
給
付
拡
大
に

つ
い
て
、
国
民
・
共
産
・
社

参
院
選
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
医
療
・
社
会
保
障
の
立
て
直
し
等
に
必
要

な
税
制
の
あ
り
方
、
9
条
改
憲
と
軍
備
拡
大
に
傾
斜
す
る
安
全
保
障
政
策
の
是
非
も

大
き
な
争
点
と
な
る
。
岸
田
政
権
の
対
応
と
各
党
政
策
を
解
説
す
る
。

防
衛
費
倍
増
で
財
源
ü
兆
円

岸
田
政
権
は
消
費
税
減
税
を
否
定

世
界
3
位
の
規
模
に

政
府
・
与
党
は
、
9
条
改

憲
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
を
含
む
防
衛
費
の
抜
本
増

強
な
ど
軍
事
大
国
化
の
道
を

切
り
開
こ
う
と
し
て
い
る
。

岸
田
政
権
は
骨
太
の
方
針

2
0
2
2
で
、
防
衛
費
倍
増

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
2
％
）
を
念
頭

に
、
5
年
以
内
に
防
衛
力
を

抜
本
的
に
強
化
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
。
22
年
度
の
防

衛
費
は
、
約
5
兆
4
0
0
0

億
円
と
10
年
連
続
で
増
加
し

て
お
り
、
さ
ら
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

2
％
以
上
へ
防
衛
費
増
額
に

は
追
加
で
毎
年
5
兆
円
の
財

源
が
必
要
と
な
る
。

ッ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
年
金
削
減
に
も
言
及
し
、

消
費
税
減
税
を
否
定
し
た
。

消
費
税
導
入
か
ら
34
年
間

で
消
費
税
総
額
は
4
7
6
兆

円
に
上
る
。
そ
の
間
、
法
人

税
は
総
額
で
3
2
4
兆
円
、

所
得
税
・
住
民
税
も
2
8
9

兆
円
の
税
収
減
と
な
っ
た

（
図
）。

安
倍
政
権
下
で
は
社
会
保

障
の
た
め
と
し
て
消
費
税
増

税
が
2
度
実
施
さ
れ
た
。
消

費
税
率
が
8
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
14
年
に
復
興
特
別
法

人
税
が
廃
止
さ
れ
、
法
人
税

率
（
国
税
）
は
28
％
か
ら
25

・
5
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

そ
の
後
、
さ
ら
に
23
・
2
％

ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
消

費
税
増
税
分
は
社
会
保
障
で

は
な
く
、
法
人
税
や
所
得
税

・
住
民
税
減
税
の
穴
埋
め
に

使
わ
れ
た
形
と
な
っ
た
。

税
制
の
あ
り
方
へ
の

態
度
に
違
い

参
院
選
の
各
党
公
約
で

は
、
税
制
の
あ
り
方
や
消
費

税
減
税
へ
の
態
度
に
違
い
が

出
て
い
る
。

自
民
党
は
25
年
ま
で
の
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒

字
化
、
財
政
健
全
化
目
標
を

る
。社

会
保
障
削
減
も

政
府
は
、
骨
太
の
方
針
2

0
2
2
で
も
こ
れ
ま
で
の
医

療
・
社
会
保
障
費
の
抑
制
路

線
を
推
進
す
る
と
し
て
い

る
。
一
方
で
、
毎
年
5
兆
円

に
上
る
「
防
衛
費
倍
増
」
に

関
す
る
財
源
は
い
っ
さ
い
示

さ
れ
て
い
な
い
。

財
源
は
、
消
費
税
な
ど
の

増
税
、
医
療
・
社
会
保
障
な

ど
へ
の
支
出
削
減
、
赤
字
国

債
の
発
行
し
か
選
択
肢
が
な

い
。
仮
に
医
療
費
削
減
で
捻

出
す
る
と
な
れ
ば
患
者
窓
口

負
担
が
現
行
の
3
割
か
ら
6

割
に
大
幅
引
き
上
げ
と
な

る
。
約
4
0
0
0
万
人
が
受

民
は
保
険
診
療
範
囲
の
拡

大
、
公
的
支
援
の
充
実
が
必

要
な
ど
と
前
向
き
な
回
答
を

寄
せ
た
。
立
民
は
子
育
て
家

庭
な
ど
の
負
担
軽
減
の
必
要

性
に
言
及
し
つ
つ
、「
財
政
影

響
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す

べ
き
」
と
回
答
し
た
。

歯
科
技
工
問
題

歯
科
技
工
士
の
処
遇
改
善

等
に
つ
い
て
、
立
民
・
国
民

は「『
製
作
技
工
に
要
す
る
費

用
』
の
考
え
方
を
明
確
に
す

べ
き
」
と
し
た
。
立
民
は
加

え
て
「
歯
科
技
工
指
示
書
を

処
方
箋
化
す
べ
き
」
と
も
回

答
。
共
産
は
、
補
綴
関
連
点

数
の
引
き
上
げ
、
委
託
技
工

の
取
引
ル
ー
ル
確
立
が
必
要

と
し
た
他
、
海
外
技
工
物
の

調
査
・
規
制
の
必
要
性
に
も

言
及
し
た
。

給
す
る
年
金
削
減
で
賄
う
場

合
、
一
人
年
12
万
円
の
削
減

と
な
る
。
消
費
税
増
税
で
財

源
を
確
保
す
る
場
合
、
2
％

増
税
が
必
要
だ
。物
価
高
騰
、

年
金
引
き
下
げ
の
中
、
医
療

・
社
会
保
障
の
削
減
に
つ
な

が
る
防
衛
費
倍
増
方
針
は
撤

回
す
べ
き
だ
。

防
衛
力
強
化
か
外
交

努
力
か

自
民
は
、
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
や
、
防
衛
費
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
2
％
以
上
へ
の
増
額

を
念
頭
に
5
年
以
内
に
「
防

衛
力
の
抜
本
的
強
化
」
の
達

成
を
目
指
す
と
し
た
。

公
明
は
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
技
術
の
向
上
な
ど
に
対

応
す
る
必
要
性
を
指
摘
。
9

条
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、
自

衛
隊
明
記
の
「
検
討
を
進
め

る
」
と
し
た
。

立
民
は
、
防
衛
費
は
「
総

額
あ
り
き
で
は
な
い
」
と
す

る
一
方
、「
日
米
同
盟
の
役
割

分
担
を
前
提
と
し
つ
つ
着
実

な
防
衛
力
整
備
を
行
う
」
と

し
た
。

国
民
は
、
専
守
防
衛
を
前

提
と
し
た
「
打
撃
力
」
の
整

備
へ
必
要
な
防
衛
費
を
増
額

す
る
と
し
た
。

維
新
は
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
2
％
を

一
つ
の
目
安
と
し
て
増
額
を

目
指
す
」
と
し
、
米
国
と
の

「
核
戦
力
共
有
」に
関
す
る
議

論
を
開
始
す
る
と
し
た
。

共
産
は
、
防
衛
費
の
増
額

は
「
際
限
の
な
い
軍
拡
競
争

に
陥
る
」
と
し
、
東
ア
ジ
ア

全
域
で
集
団
安
全
保
障
の
枠

組
み
を
構
築
す
る
と
し
た
。

れ
い
わ
は
専
守
防
衛
と
徹

底
し
た
平
和
外
交
に
よ
る
周

辺
国
と
の
信
頼
醸
成
が
重
要

と
し
て
い
る
。

社
民
は
防
衛
力
の
増
強
や

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に

反
対
し
、
外
交
の
力
で
平
和

を
実
現
す
る
と
し
た
。

所
得
課
税
は
累
進
税
率
を
導

入
し
た
上
、
総
合
課
税
化
を

掲
げ
た
。

国
民
民
主
党
は
、
時
限
的

に
消
費
税
減
税
と
ガ
ソ
リ
ン

税
の
引
き
下
げ
を
求
め
た
。

日
本
維
新
の
会
は
消
費
税

減
税
、
中
小
企
業
の
最
低
法

人
税
率
を
15
％
と
し
、
社
会

保
険
料
減
額
等
を
掲
げ
た
。

日
本
共
産
党
は
法
人
税
率

を
28
％
に
戻
し
、
所
得
税
・

住
民
税
の
最
高
税
率
、
富
裕

層
の
株
取
引
の
税
率
を
引
き

上
げ
る
と
し
た
。

れ
い
わ
新
選
組
は
、
消
費

税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
廃
止
、
ガ

ソ
リ
ン
税
ゼ
ロ
を
掲
げ
た
。

社
会
民
主
党
は
、
消
費
税

3
年
間
ゼ
ロ
、
所
得
税
累
進

課
税
を
機
能
さ
せ
、
法
人
税

金
融
所
得
課
税
の
見
直
し
を

掲
げ
た
。

参
院
選
各
党
の
政
策

問
わ
れ
る
税
制
・
安
全
保
障

堅
持
し
、
歳
出
改
革
努
力
を

進
め
る
と
し
た
。
賃
上
げ
に

積
極
的
な
企
業
へ
の
法
人
税

優
遇
措
置
を
強
化
す
る
と
し

た
。公

明
党
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
済
・
財
政
政
策
は
、
成
長

と
分
配
の
好
循
環
、
社
会
保

障
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確

保
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て

一
定
の
成
果
を
上
げ
た
と

し
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全

化
の
両
立
を
図
る
と
し
た
。

立
憲
民
主
党
は
所
得
税
最

高
税
率
の
引
き
上
げ
、
金
融

法
人
税
減
税
の
穴
埋

め
に

コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
む
経

済
回
復
に
向
け
、
91
の
国
と

地
域
が
消
費
税
（
付
加
価
値

税
）
の
減
税
を
実
施
・
予
定

し
て
い
る
。
野
党
各
党
は
生

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平

和
研
究
所
が
4
月
に
発
表
し

た
「
世
界
の
軍
事
費
」
に
よ

る
と
21
年
の
日
本
の
軍
事
費

は
世
界
第
9
位
。
防
衛
費
倍

増
で
11
兆
円
規
模
と
な
れ

ば
、
米
国
、
中
国
に
次
ぐ
世

界
第
3
位
の
軍
事
大
国
と
な

る
。
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
緊

張
関
係
を
さ
ら
に
高
め
、
軍

拡
競
争
に
道
を
開
く
こ
と
が

強
く
懸
念
さ
れ
る
。

自
民
党
の
茂
木
敏
充
幹
事

長
は
、
参
院
選
後
に
9
条
改

憲
を
含
め
て
「
早
期
に
改
憲

を
実
現
し
た
い
」
と
発
言
し

て
お
り
、
9
条
改
憲
や
専
守

防
衛
の
放
棄
で
歯
止
め
な
き

軍
拡
競
争
に
進
む
恐
れ
が
あ

消費税、法人3税、所得税・住民税の推移

๏ਓ�੫ʢ๏ਓ੫ɺ๏ਓॅຽ੫ɺ๏ਓۀࣄ੫ʣ��ʹର͢Δݮऩֹɺॴಘ੫ɾॅ ຽ੫��ʹର͢Δݮऩֹ
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法人3税の減収累計324兆円

消費税収累計476兆円

所得税・住民税の減収累計289兆円

活
必
需
品
を
含
む
物
価
高
騰

へ
の
対
策
と
し
て
消
費
税
減

税
が
最
も
有
効
と
主
張
し
て

い
る
。

自
由
民
主
党
の
茂
木
敏
充

幹
事
長
は
6
月
26
日
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
討
論
会
で
「
消
費
税
引
き

下
げ
で
年
金
財
源
を
3
割
カ

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡
会
は
、
参
院
選

に
向
け
主
要
政
党
へ
の
歯
科
医
療
政
策
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
6
月
21
日
時
点
で
自
由
民
主
党
・
立
憲
民
主
党
・
国

民
民
主
党
、
日
本
共
産
党
・
社
会
民
主
党
か

ら
回
答
を
得
た
。
公
明
党
、
日
本
維
新
の
会
、

れ
い
わ
新
選
組
か
ら
は
回
答
が
な
か
っ
た
。
回答全文
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第
1
回
代
議
員
会
で
採

択
さ
れ
た
決
議
全
文
は
次

の
通
り
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
国
民
生
活
の
疲
弊
に
加

え
、
生
活
必
需
品
も
含
め

た
物
価
高
騰
が
家
計
を
直

撃
し
て
い
る
。
2
年
連
続

の
年
金
引
き
下
げ
も
重
な

り
、
特
に
高
齢
者
の
生
活

困
窮
に
追
い
打
ち
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
上
、
医
療

費
窓
口
負
担
増
が
10
月
に

実
施
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
な

る
受
診
抑
制
・
健
康
悪
化

を
招
く
こ
と
が
強
く
懸
念

さ
れ
る
。

し
か
し
、
岸
田
政
権
は
、

骨
太
の
方
針
2
0
2
2
に

お
い
て
、
富
の
偏
在
と
格

差
の
拡
大
を
招
い
た
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
を
堅
持
し
、
医

療
・
社
会
保
障
費
削
減
に

固
執
す
る
一
方
、
防
衛
費

倍
増
を
念
頭
に
5
年
以
内

に
防
衛
力
を
抜
本
的
に
強

化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
。「新

し
い
資
本
主
義
」実

行
計
画
で
は
、
新
自
由
主

義
の
弊
害
を
指
摘
し
、「
分

配
」
の
目
詰
ま
り
解
消
を

掲
げ
る
も
、
国
民
所
得
の

向
上
や
非
正
規
処
遇
改
善

な
ど
「
所
得
再
分
配
」
の

具
体
策
は
皆
無
で
あ
っ

た
。
格
差
解
消
の
象
徴
と

し
て
岸
田
首
相
が
総
裁
選

で
掲
げ
た
「
金
融
所
得
課

税
の
見
直
し
」
は
棚
上
げ

す
る
一
方
、
国
民
の
預
貯

金
を
リ
ス
ク
に
さ
ら
す「
資

産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
」
を

打
ち
出
し
た
。

新
自
由
主
義
に
よ
り
脆

弱
化
し
た
経
済
・
社
会
・

医
療
を
立
て
直
し
、
新
た

な
感
染
症
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
公
衆
衛
生
機
能

を
抜
本
的
に
強
化
す
る
と

と
も
に
、
平
時
か
ら
の
余

力
あ
る
医
療
提
供
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
コ
ロ
ナ

禍
の
最
大
の
教
訓
で
あ

る
。
無
謀
な
軍
備
拡
大
に

突
き
進
み
、
医
療
・
社
会

保
障
費
抑
制
に
固
執
し
、

新
自
由
主
義
を
続
け
る
政

治
に
未
来
は
な
い
。

私
た
ち
保
険
医
は
7
月

参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、

医
療
・
社
会
保
障
の
充
実

と
国
民
の
暮
ら
し
、
雇
用

の
安
定
、
平
和
を
希
求
す

る
立
場
か
ら
下
記
の
要
求

実
現
に
向
け
て
全
力
で
取

り
組
む
。

一
．
10
月
か
ら
の
75
歳

以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担

2
割
化
を
中
止
す
る
こ
と

一
．
医
療
・
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
、
診
療
報
酬

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ

と
一
、
社
会
保
障
の
財
源

は
応
能
負
担
原
則
に
基
づ

い
て
確
保
し
、
消
費
税
を

た
だ
ち
に
5
％
に
減
税
す

る
こ
と

一
．
平
時
か
ら
余
力
の

あ
る
医
療
提
供
体
制
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
公
立

・
公
的
病
院
の
病
床
削
減

計
画
を
見
直
す
こ
と

一
、
患
者
を
医
療
か
ら

遠
ざ
け
る
リ
フ
ィ
ル
処
方

箋
は
中
止
・
撤
回
す
る
こ

と
一
、
医
療
機
関
等
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

義
務
化
、
保
険
者
に
よ
る

保
険
証
発
行
の
選
択
制
導

入
、
保
険
証
原
則
廃
止
方

針
は
中
止
・
撤
回
す
る
こ

と
一
、
歯
科
材
料
の
金
パ

ラ
「
逆
ザ
ヤ
」
を
抜
本
的

に
解
消
す
る
こ
と

一
、
憲
法
9
条
、
国
連

憲
章
の
立
場
か
ら
国
際
紛

争
は
徹
底
し
た
外
交
努
力

で
解
決
す
る
こ
と
。
9
条

改
憲
、敵
基
地
攻
撃
能
力
、

核
共
有
な
ど
軍
拡
路
線
を

止
め
る
こ
と

軍
事
費
の
２
倍
化
を
中
止
し
、医
療
・

社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る
決
議

代議員会決議

新型コロナウイルスを乗り越えて
日
本
の
医
療
・
社
会
保
障
を
考
え
る

6
月
4
日
、
保
団
連
の

住
江
憲
勇
会
長
も
呼
び
か

け
人
に
な
っ
て
い
る
ド
ク

タ
ー
ズ
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｄ
）
が
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
予
算
は

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、

地
域
の
医
療
機
関
の
実

態
、
患
者
の
受
診
状
況
な

ど
に
関
し
現
場
か
ら
問
題

提
起
し
、
今
後
の
医
療
・

社
会
保
障
の
あ
り
方
を
考

え
た
。
発
言
を
紹
介
す
る
。

ド
ク
タ
ー
ズ･

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
問

題
点
は
2
点
あ
る
。
1
点
目

は
、
社
会
保
障
、
地
方
経
費

抑
制
の
中
で
の
災
害
対
応
と

同
様
の
問
題
が
発
生
し
た
こ

と
だ
。
政
府
に
よ
る
構
造
改

革
な
ど
で
社
会
保
障
が
削
減

さ
れ
た
中
で
災
害
が
発
生

し
、
さ
ら
に
災
害
に
対
す
る

政
策
的
対
応
自
体
が
被
害
を

拡
大
す
る
「
政
策
災
害
」
と

い
え
る
状
況
が
コ
ロ
ナ
対
策

で
も
起
こ
っ
た
。
2
点
目
は
、

「
惨
事
便
乗
型
対
応
」
で
、
感

染
対
策
、
医
療
、
経
済
支
援

以
外
に
も
予
算
を
使
う
「
何

で
も
あ
り
」
の
予
算
を
執
行

し
、巨
額
の
繰
り
越
し
や「
ム

ダ
」
が
発
生
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
政

府
の
社
会
保
障
、
地
方
経
費

抑
制
政
策
は
変
わ
ら
ず
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
機
に
防
衛

費
の
拡
大
に
傾
斜
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
社
会
保

障
や
地
方
経
費
を
圧
迫
す
る

恐
れ
が
あ
り
、
医
療
・
社
会

保
障
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
。

2
0
2
0
年
度
〜
22
年
度

の
コ
ロ
ナ
対
策
と
さ
れ
た
予

備
費
と
補
正
予
算
の
概
要
を

見
る
と
、
約
7
兆
9
0
0
0

億
円
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
は
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
な

ど
に
も
活
用
さ
れ
た
。
ま
た
、

約
10
兆
6
0
0
0
億
円
の
経

済
活
動
回
復
・
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
経
済
対
策
（
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
を
含

む
）
な
ど
、
直
接
の
コ
ロ
ナ

対
策
で
な
い
予
算
が
混
在
し

て
い
る
。
会
計
検
査
院
の
決

算
検
査
報
告
（
2
0
2
1
年

11
月
5
日
）
で
は
、
コ
ロ
ナ

予
算
8
5
4
事
業
の
う
ち
7

7
0
事
業
65
兆
円
を
分
析

し
、未
執
行
率
が
3
割
超（
22

兆
8
0
0
0
億
円
）
に
の
ぼ

り
、
持
続
化
給
付
金
の
電
通

な
ど
へ
の
再
委
託
率
が
非
常

に
高
い
（
99
・
8
％
）
こ
と

な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
予
算
か
ら
見

た
財
政
の
課
題
と
し
て
、
社

会
保
障
、
地
方
経
費
抑
制
政

策
を
抜
本
的
に
改
め
る
こ

と
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
産
業

化
へ
の
傾
斜
や
政
権
に
よ
る

地
方
対
策
と
の
混
同
な
ど
を

改
め
る
こ
と
、「
惨
事
便
乗
型

対
応
」
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ

禍
と
対
応
体
制
の
各
局
面
に

応
じ
た
総
合
的
か
つ
一
貫
し

た
政
策
と
予
算
を
立
て
る
こ

と
、
を
提
言
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
2
0
2
0

年
、
初
め
て
赤
字
経
営
と
な

っ
た
。
小
児
科
仲
間
で
は
、

つ
ぶ
ク
リ
（
潰
れ
そ
う
な
ク

リ
ニ
ッ
ク
）、
ひ
と
桁
ク
ラ
ブ

（
1
日
10
人
未
満
の
外
来
患

者
）、
片
手
ク
ラ
ブ
（
1
日
5

人
未
満
の
外
来
患
者
）
と
い

う
言
葉
が
出
る
ほ
ど
、
コ
ロ

ナ
に
よ
る
受
診
抑
制
の
影
響

を
受
け
た
。
小
児
科
の
医
療

費
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
6
歳
未
満
の
乳
幼
児

の
感
染
予
防
策
加
算
1
0
0

点
が
措
置
さ
れ
、
大
き
く
回

復
し
て
い
る
。
し
か
し
、
加

算
は
今
年
3
月
末
で
廃
止
さ

れ
た
。

少
子
化
を
め
ぐ
る
状
況
を

見
る
と
21
年
に
合
計
特
殊
出

生
率
は
1
・
30
、
15
年
か
ら

20
年
の
5
年
間
で
出
生
数
は

18
万
人
も
減
少
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
貧
困
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

女
性
の
自
殺
も
増
加
し
て
い

る
。コ

ロ
ナ
禍
が
子
ど
も
の
心

に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

小
中
高
生
の
自
殺
や
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
も
増
加
し

て
い
る
。
す
ぐ
側
に
か
か
り

つ
け
医
が
い
る
こ
と
が
家
族

を
支
え
て
お
り
、
小
児
科
医

と
し
て
大
き
な
や
り
が
い
を

日
々
感
じ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
予
算
か
ら
見
た
財
政
の
課
題

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
教
授
平
岡
和
久

院
し
た
と
き
に
は
重
症
化
し

て
い
る
患
者
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
定
期
健
診
の

中
断
も
未
だ
に
元
に
戻
ら
な

い
。
歯
科
治
療
や
口
腔
ケ
ア

に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
口

腔
内
が
不
衛
生
に
な
れ
ば
、

全
身
の
健
康
に
も
大
き
く
影

響
す
る
。
感
染
症
に
対
す
る

歯
科
の
役
割
は
大
き
い
。

ま
た
、
歯
科
受
診
は
命
に

直
結
し
な
い
と
思
わ
れ
、
後

回
し
に
さ
れ
る
た
め
、
経
済

的
状
況
や
窓
口
負
担
増
が
大

き
く
影
響
す
る
。
誰
も
が
安

心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
社

会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
今
年
10
月
に
実
施
が
予

定
さ
れ
て
い
る
「
75
歳
以
上

の
医
療
費
窓
口
負
担
2
割

化
」
は
何
と
し
て
も
阻
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
■

こ
の
他
、
社
会
保
障
予
算

の
現
状
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療

制
度
研
究
会
副
理
事
長

本

田
宏
氏
）、日
本
の
医
療
提
供

体
制
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
全

国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
代
表

植

山
直
人
氏
）、コ
ロ
ナ
禍
の
一

般
市
中
病
院
の
実
像
（
津
軽

保
健
生
協
健
生
病
院
院
長

伊
藤
真
弘
氏
）、看
護
現
場
で

の
処
遇
改
善
事
業
に
関
す
る

調
査
（
日
本
医
労
連
中
央
執

行
委
員
長

佐
々
木
悦
子

氏
）
に
つ
い
て
報
告
、
意
見

交
換
も
行
わ
れ
た
。
閉
会
挨

拶
で
保
団
連
の
住
江
憲
勇
会

長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
貴
重

な
現
場
の
経
験
を
今
後
の
活

動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

今
こ
そ
社
会
保
障
改
悪
を
押

し
戻
す
世
論
が
大
き
く
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
40
年

来
の
新
自
由
主
義
の
も
と
で

の
低
賃
金
、
失
業
、
所
得
再

分
配
機
能
の
破
壊
な
ど
を
も

た
ら
す
社
会
構
造
を
抜
本
的

に
見
直
す
機
会
と
し
て
、
参

院
選
が
重
要
だ
」と
訴
え
た
。

歯
科
医
療
機
関
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
「
緊
急
性
の
な
い

（
歯
科
）
治
療
」
に
つ
い
て
延

期
も
考
慮
す
る
よ
う
求
め
る

厚
労
省
通
知
（
2
0
2
0
年

4
月
6
日
）
の
影
響
で
患
者

が
激
減
し
、
大
き
な
影
響
を

コ
ロ
ナ
禍
で
初
め
て
の
赤
字
経
営

細
部
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

細
部
千
晴

受
診
控
え
で
重
症
化
す
る
患
者
増
加

う
の
も
り
歯
科
医
院
院
長

馬
場
一
郎

受
け
て
い
る
。
神
奈
川
協
会

の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
（
実
施

期
間
：
2
0
2
0
年
5
月
29

日
〜
6
月
4
日
）
で
歯
科
は

8
割
超
で
診
療
縮
小
と
、
経

営
は
逼
迫
し
て
い
る
。

加
え
て
、
早
期
の
外
来
等

感
染
対
策
加
算
の
打
ち
切
り

後
の
手
当
も
な
く
、
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
の
財
政
措
置
の

恩
恵
も
歯
科
医
療
機
関
は
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
。

受
診
を
控
え
た
た
め
、
来

医療現場の実態を報告したシンポジストら
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ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

即
時
停
戦
を

こ
の
時
期
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
つ
い

て
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
ロ
シ
ア
の
一
方
的
な

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
は
間

違
い
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
国

が
ロ
シ
ア
を
非
難
し
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
も
攻
め
ら

れ
る
責
任
が
あ
る
と
す
る
ネ

ッ
ト
で
の
書
き
込
み
が
あ
る

が
、
フ
ェ
イ
ク
情
報
で
正
し

く
な
い
。
第
2
次
世
界
大
戦

の
ド
イ
ツ
に
よ
る
ポ
ー
ラ
ン

ド
侵
攻
、
中
国
へ
の
日
本
軍

の
侵
略
と
構
図
は
全
く
同
じ

で
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は

徹
底
抗
戦
を
宣
言
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
兵
士
は「
専
守
防
衛
」

の
た
め
に
果
敢
に
戦
っ
て
い

る
。
自
ら
の
犠
牲
を
厭
わ
な

い
戦
い
に
は
、
敬
意
を
表
さ

ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
反
面
、
双
方
の

死
傷
者
は
毎
日
発
表
さ
れ
、

増
加
し
て
ゆ
く
し
、
何
よ
り

も
悲
し
く
痛
ま
し
い
の
は
、

女
性
、
子
供
な
ど
市
民
の
犠

牲
者
が
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

痛
ま
し
い
姿
が
、
毎
日
映
像

で
流
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

開
戦
か
ら
4
カ
月
以
上
経

て
、
米
国
を
含
む
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

諸
国
は
積
極
的
に
武
器
の
援

助
を
進
め
て
い
る
。
当
初
、

小
火
器
で
あ
っ
た
が
、
最
近

は
重
火
器
の
援
助
に
移
行
し

て
い
る
。

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
も

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
武
器
援

助
を
訴
え
て
い
る
。
戦
争
は

ま
す
ま
す
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

膠
着
状
態
で
長
期
化
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

即
時
停
戦
し
、
ロ
シ
ア
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
出
て
い
く

こ
と
が
、
今
、
最
も
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

戦
争
報
道
の
あ
り
方
を
見
れ

ば
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
イ
ラ

ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
シ

リ
ア
で
の
戦
争
、
ア
フ
リ
カ

大
陸
で
の
内
乱
な
ど
と
比
べ

れ
ば
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア
の

扱
い
方
は
異
常
な
ほ
ど
で
あ

る
。
市
民
を
含
む
犠
牲
者
の

規
模
は
も
っ
と
大
き
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
だ
。

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民

の
支
援
は
必
要
で
尊
い
こ
と

で
あ
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難

民
に
対
す
る
手
厚
い
扱
い

が
、
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
、
シ
リ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
な
ど
か
ら
の
難
民
の
場
合

と
比
べ
、
格
段
の
差
が
あ
る
、

日
本
の
2
重
基
準
も
問
題
で

あ
る
。

（
非
核
平
和
部
員

武
田
勝

文
）

国
民
巻
き
込
み
株
価
つ
り
あ
げ

政
府
は
6
月
7
日
、
2
0
2
2
年
の
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
」（
骨
太
の
方
針
）
を
閣
議
決
定
し

た
。
国
民
に
資
産
運
用
す
る
よ
う
強
調
す
る
が
、
賃
金
・

年
金
改
善
こ
そ
急
務
だ
。

自
己
責
任
の
勧
め

骨
太
の
方
針
2
0
2
2
で

は
、
投
資
に
よ
る
資
産
所
得

倍
増
を
目
指
し
て
、
一
定
の

株
式
売
却
益
・
配
当
は
非
課

税
と
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
抜
本

的
拡
充
、
個
人
で
資
産
運
用

し
て
公
的
年
金
に
追
加
す
る

iD
eC
o

（
個
人
型
確
定
拠
出

年
金
）
制
度
の
改
革
、
さ
ら

に
「
国
民
の
預
貯
金
を
資
産

運
用
に
誘
導
す
る
新
た
な
仕

組
み
の
創
設
」
な
ど
総
動
員

し
、「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
の

シ
フ
ト
」
を
大
胆
・
抜
本
的

に
進
め
る
と
し
た
。
年
末
に

資
産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
を
策

定
す
る
。

元
本
割
れ
の
危
険
を
は
ら

む
金
融
投
資
に
よ
り
生
活

改
善
を
行
う
よ
う
求
め
る
も

の
だ
。
要
は
自
己
責
任
の
勧

め
だ
。

（
厚
労
省「
国
民
生
活
基
礎
調

査
」、
19
年
）、
資
産
運
用
自

体
が
困
難
で
あ
る
。

資
産
所
得
倍
増
と
言
う

が
、
総
務
省
「
家
計
調
査
」

（
21
年
）
で
は
、
単
身
者
を

含
む
平
均
的
な
勤
労
者
世
帯

（
年
収
5
分
位
別
の
第
3
分

位
）
は
、
年
間
実
収
入
5
7

5
万
円
に
対
し
、
資
産
所
得

に
相
当
す
る
「
財
産
収
入
」

は
年
1
万
弱
で
あ
る
。
こ
れ

が
2
万
円
に
倍
増
し
た
と
こ

ろ
で
、
物
価
高
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
手

数
料
な
ど
で
吹
き
飛
び
減
り

さ
え
す
る
。
む
し
ろ
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
が
低
い
国
民
に
損

失
覚
悟
の
資
産
運
用
を
推
奨

す
る
結
果
、
生
活
が
悪
化
し

た
上
、
所
得
格
差
も
広
が
る

恐
れ
が
強
い
。
資
産
所
得
倍

増
で
生
活
改
善
は
幻
想
ど
こ

ろ
か
、
国
民
を
さ
ら
な
る
困

難
に
追
い
込
み
か
ね
な
い
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
開
始
さ

れ
た
12
年
度
か
ら
20
年
度
に

か
け
て
、
働
く
者
の
実
質
賃

金
は
22
万
円
減
少
し
た
。
安

倍
政
権
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
年
金
給
付
水
準
の
引
き

下
げ
は
実
質
6
・
7
％
（
約

4
兆
円
）
に
及
ぶ
。
他
方
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
大
企

業
の
内
部
留
保
は
1
3
3

兆
円
積
み
増
し
さ
れ
た
。
株

価
が
上
昇
し
資
産
家
や
大

企
業
が
潤
え
ば
皆
が
豊
か
に

な
る
と
す
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
破
綻
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
岸
田
政
権
は
、

株
価
つ
り
あ
げ
を
狙
い
、
公

的
年
金
積
立
金
や
日
銀
資

金
だ
け
で
は
足
り
ず
、
国
民

の
預
貯
金
ま
で
株
式
投
資

に
投
げ
込
む
構
え
で
あ
る
。

完
全
な
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
回
帰

だ
。
大
企
業
・
資
産
家
に
応

分
な
税
・
保
険
料
、
雇
用
負

担
を
求
め
、
賃
金
・
年
金
改

善
を
図
る
こ
と
こ
そ
が
急
務

だ
。

投
資
で
生
活
改
善
は

幻
想

当
初
、
岸
田
氏
は
自
民
党

総
裁
選
時
に
「
令
和
版
所
得

倍
増
」
を
力
説
し
賃
金
倍
増

を
期
待
さ
せ
た
が
、「
骨
太
」

で
は
、
預
貯
金
の
資
産
運
用

を
進
め
る「
資
産
所
得
倍
増
」

に
変
質
し
た
。
1
億
円
を
超

え
る
所
得
で
は
逆
に
税
負
担

が
軽
く
な
る
金
融
所
得
課
税

の
見
直
し
も
棚
上
げ
さ
れ
て

い
る
。

資
産
所
得
倍
増
は
、
投
資

に
回
す
お
金
が
な
い
人
に
は

無
縁
な
話
だ
。
貯
蓄
の
な
い

世
帯
が
13
・
4
％
に
及
び
、

貯
蓄
3
0
0
万
円
未
満
の
世

帯
は
35
・
2
％
に
及
ぶ
な
ど

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
回
帰

骨
太
の
方
針
２
０
２
２
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金属歯冠修復 3/4冠・
接着冠

4/5冠・
接着冠

FMC
TiC

前装MC
前装TiC

前・小・乳 銀合金 295 253 365 925
前・小臼歯 金パラ 1006 964 1254 1988

大 臼 歯
金パラ － 1256 1626 －
銀合金 － 269 382 －

チタン（Br支台を除く） － － 906 1326
14K（前 歯 に 限 る） 1574 － － －

金属歯冠修復

インレー 前歯3/4冠
接 着 冠

臼歯4/5冠
接 着 冠

F M C
チタン冠

前 装 MC
前装チタン 装 着 料単 純 複 雑

前・小・乳 銀 合 金 204 314 406 346 501 1277

45（68）

前・小臼歯 金 パ ラ 494 888 1117 1057 1390 2340

大 臼 歯 金 パ ラ 637 1110 － 1349 1762 －
銀 合 金 213 324 － 362 518 －

チタン（ブリッジ支台を除く） － － － － 1266 1866
14K（前 歯 に 限 る） － 1336 1685 － － －

線　鉤 双子鉤 二 腕 鉤
（レスト付）

レスト
な し

関節支
台装置

14　K 876 660 － －
不銹鋼
特殊鋼 231 163 139 111

支台築造（装着料を含む）

間 接 法 前 歯 小 臼 歯 大 臼 歯
メタルコア 155（208） 155（208） 204（266）

コンビネーション鉤 大臼歯 犬・小 前 歯
金 パ ラ 649 595 569
コバルトクロム合金 274

キーパー付き根面板（RCK） 金 パ ラ 銀 合 金

（１歯につき）
前歯・小臼歯 1187 613
大臼歯 1409 623

根面板（RC）
（１歯につき）

前歯・小臼歯 494 204
大臼歯 637 213

鋳　造　鉤 双 子 鉤 二腕鉤（レスト付） ローチのバークラスプ
大大・大小 犬小・小小 大臼歯 小臼・犬歯 前歯 １歯 ２歯以上

14 　 　 　 　 K 1618 1364 1344 1087 891 1598 1618
金 パ ラ 1459 1196 1061 953 901 1439 1459
コバルトクロム合金 260 260 240 240 240 240 260

7
月
に
金
パ
ラ
価
格
の
随
時
改
定
が
行
わ
れ
た
。
告
示
価
格
は
、
1
グ
ラ
ム
あ
た
り
3
4
1
3
円
か
ら
3
7

1
5
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
告
示
価
格
の
改
定
に
と
も
な
い
点
数
が
変
更
と
な
る
部
分
（
青
色
で
表
記
）
を

紹
介
す
る
。

ポンティック（１歯につき）（材料料含む）

鋳

造
金 パ ラ 大 臼 歯 1939

小 臼 歯 1568
銀 合 金 大・小臼歯 485

レ
ジ
ン
前
装
金
属

金 パ ラ
前 歯 2085
小 臼 歯 1768
大 臼 歯 1999

銀 合 金
前 歯 1245
小 臼 歯 699
大 臼 歯 559

ポンティック（１歯につき）（材料料含む）

鋳

造

金 パ ラ
大 臼 歯 1809

小 臼 歯 1438

銀 合 金 大・小臼歯 355

レ
ジ
ン
前
装
金
属

金 パ ラ

前 歯 1731

小 臼 歯 1578

大 臼 歯 1851

銀 合 金

前 歯 891

小 臼 歯 509

大 臼 歯 411

支台築造（装着料を含む）

前　歯 小臼歯 大臼歯
間
接
法

メタルコア 200（275） 200（275） 257（345）

ファイバーポスト（間） 246（331） １本 246（331） 284（382）
２本 307（392） 345（443）

直
接
法
ファイバーポスト（直） 224（298） １本 224（298） 262（349）

２本 285（359） 323（410）
そ の 他 147（210） 147（210） 159（222）

告
示
価
格
３
７
１
５
円
に
引
き
上
げ
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歯科点数早見表
ブリッジ保険適用

「
歯
科
保
険
点
数
早
見
表
」22
年

４
月
版

書
籍
の
ご
案
内
注
文
は
協
会
・
医
会
ま
で

（
１
個
に
付
き
）

バ
ー

屈曲 不 銹 鋼・特 殊 鋼 298 保持装置
（１個につき）
＋62鋳造

金 パ ラ 2388

コバルトクロム合金 476

医
療
費
控
除
の
申
請
方
法

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。（
控
除

対
象
額
の
計
算
方
法
は
、
本

紙
6
月
5
日
号
に
掲
載
）

申
請
方
法

申
請
用
紙
、源
泉
徴
収
票
、

印
鑑
、
医
療
費
の
領
収
書
等

を
持
っ
て
、
管
轄
の
税
務
署

で
申
告
し
ま
す
。
郵
送
で
も

患者さんが知ってトクする！

ご注文はご所属の協会・医会まで

　医療や介護、税金など、暮らしの経済的な負担
を軽減できる制度を紹介した「知っトクパンフ」。
保団連が作成し、医療機関での活用や患者さんへ
の普及を呼び掛けています。
　ぜひ待合室に置いてご利用ください。

医療・介護・税金…暮らしの負担軽減策がわかる

制度の多くは申請しなければ利用できません。
制度を知ることが利用の第一歩です。

申請しなければ利用できない制度を紹介！

申請窓口で役立つ！
市区町村役場などで見せれば、すぐに担当課へ
案内してもらえます。申請がスムーズです。

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金
等
の
価
格
改
定

改定後の「歯科点数早見表」
保団連ホームページに掲載

補管を届け出ていない医療機関の補綴の点数表

申
告
可
能
で
、
年
中
（
土
日

祝
除
く
）
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
5
年
前
ま
で
遡
っ
て
申

告
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

家
族
の
医
療
費
も
合
算
可
能

納
税
者
本
人
の
医
療
費
だ

け
で
な
く
、
同
一
生
計
の
親

族
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療

費
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
は
、
支
払
っ

た
税
金
の
還
付
を
受
け
る
制

度
の
た
め
、
税
金
（
所
得
税

・
住
民
税
）
を
支
払
っ
て
い

る
人
が
家
族
の
医
療
費
も
合

算
し
て
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

「
知
っ
ト
ク
パ
ン
フ
」
に
掲
載
し
た
制
度
を
解
説
し
ま

す
。「
こ
ん
な
制
度
が
使
え
ま
す
よ
！
」
と
困
っ
て
い
る
患

者
さ
ん
に
紹
介
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
を
利
用
し
よ
う

税
務
署
で
申
告
、郵
送
も
可
能
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パ
ー
キ
ン
ソ
ン
・
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
備
え
る

日
時
：
7
月
9
日
（
土
）
18
時

〜
19
時

講
師
：
川
田
純
也
氏
（
湘
南
鎌

倉
総
合
病
院
脳
神
経
内

科
部
長
）

不
眠
症
の
基
礎
と
治
療

日
時
：
7
月
21
日
（
木
）
19
時

15
分
〜
21
時

講
師
：
菱
本
明
豊
氏
（
横
浜
市

立
大
学
大
学
院
医
学
研

究
科
精
神
医
学
部
門

主
任
教
授
）

コ
ロ
ナ
時
代
の
抗
菌
薬
適
正
使

用日
時
：
7
月
28
日
（
木
）
19
時

半
〜
21
時

講
師
：
忽
那
賢
志
氏
（
大
阪
大

学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
・
医
学
部
感
染
制
御

学
教
授
）

被
爆
医
師
と
し
て
原
爆
1
0
0

年
目
の
核
な
き
世
界
を
展
望
す

る日
時
：
7
月
10
日
（
日
）
13
時

半
〜
15
時
半

講
師
：
朝
長
万
左
男
氏
（
長
崎

大
学
名
誉
教
授
）

第
3
3
4
回
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア

懇
話
会
「
日
常
診
療
に
役
立
つ

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
領
域

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

日
時
：
7
月
24
日
（
日
）
14
時

〜
15
時
半

講
師
：
秋
定

健
氏
（
川
崎
医

科
大
学
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸

部
外
科
部
長
）

7
月
に
開
催
さ
れ
る
保
険
医
協
会
・
保
険
医
会
の
ウ
ェ
ブ

研
究
会
・
講
習
会
を
ご
案
内
し
ま
す
。
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ

り
、
研
究
会
交
流
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス

の
上
、
各
研
究
会
に
お
申
込
み
い
た
だ

け
ま
す
。
ご
利
用
は
無
料
で
す
が
、
保

団
連
情
報
サ
ー
ビ
ス
へ
の
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

０
４
５
・
３
１
３
・
２
１
１
１

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

０
８
６
・
２
７
７
・
３
３
０
７

岡
山
県
保
険
医
協
会

口
腔
ケ
ア
で
認
知
症
予
防
へ〝
夢
あ
る
講
演
〞

兵
庫
協
会

川
西
敏
雄

兵
庫
協
会
は
4
月
16
日
、
医
科
・
歯
科
連
携
研
究
会
と
し
て
、「
歯
周
病
菌
に
よ
る

炎
症
と
認
知
症

研
究
最
前
線
〜
医
歯
連
携
で
認
知
症
予
防
を
実
現
に
〜
」
を
開
催
。

九
州
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
院
口
腔
機
能
分
子
科
学
分
野
・
Ｏ
Ｂ
Ｔ
研
究
セ
ン
タ
ー

の
武
洲
准
教
授
を
講
師
と
し
、
42
人
（
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
31
人
）
が
参
加
し
た
。
当

日
の
司
会
を
務
め
た
兵
庫
協
会
神
戸
支
部
幹
事
の
川
西
敏
雄
氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

全
国
保
険
医
新
聞
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
、
武
先
生
の
こ

と
を
知
り
、
ぜ
ひ
直
接
お
話

を
う
か
が
い
た
い
と
本
研
究

会
を
企
画
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
れ
た

杉
山
正
隆
・
保
団
連
新
聞
部

長
（
福
岡
歯
科
保
険
医
協
会

副
会
長
）
に
座
長
を
お
願
い

し
、
当
日
の
質
疑
応
答
な
ど

見
事
に
進
行
し
て
い
た
だ
い

た
。武

先
生
か
ら
ご
講
演
の
冒

頭
で
、
介
護
が
必
要
と
な
る

原
因
の
一
位
は
認
知
症
で
あ

る
こ
と
、
認
知
症
の
約
7
割

は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
（
以
下
：
Ａ
Ｄ
）
で
あ
る

と
紹
介
が
あ
っ
た
。

講
演
内
容
は
3
点
に
概
要

さ
れ
、
①
炎
症
と
Ａ
Ｄ
、
②

歯
周
病
菌
の
Ａ
Ｄ
へ
の
関
与

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
③
認
知
症

予
防
へ
の
総
合
的
考
察
だ
っ

た
。わ

れ
わ
れ
歯
科
医
師
は
、

歯
周
病
な
い
し
は
口
腔
病
変

が
全
身
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
的

に
感
じ
て
い
た
。
武
先
生
は
、

歯
周
病
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

動
物
実
験
な
ど
に
よ
る
エ
ビ

デ
ン
ス
を
通
し
て
体
系
的
に

説
明
さ
れ
た
初
め
て
の
研
究

者
で
あ
ろ
う
。

今
後
、
研
究
を
継
続
し
な

が
ら
、
認
知
症
予
防
対
策
と

し
て
の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
一
般
の
人
々
へ

の
啓
発
に
も
努
め
た
い
と
発

言
さ
れ
た
。

ま
た
、
杉
山
先
生
は
、
豊

富
な
知
識
に
裏
打
ち
さ
れ
た

運
営
を
も
っ
て
、
研
究
会
を

盛
り
立
て
て
い
た
だ
い
た
。

タ
イ
ト
ル
の
「
夢
あ
る
講
演
」

は
杉
山
先
生
の
お
言
葉
で
あ

る
。「
コ
ロ
ナ
禍
」、「
歯
科
医

業
の
沈
滞
」
な
ど
な
ど
暗
い

話
題
が
多
い
中
、
素
晴
ら
し

い
エ
ポ
ッ
ク
の
到
来
を
感
じ

た
と
述
べ
ら
れ
た
。

武
先
生
は
最
後
、
質
疑
応

答
の
内
容
も
受
け
、
さ
ら
に

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
、

ま
た
神
戸
に
来
た
い
と
述
べ

ら
れ
て
い
た
。

当
日
参
加
さ
れ
た
全
て
の

方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
て

感
想
文
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
。（
兵
庫
保
険
医
新
聞
よ
り

転
載
）

歯
科
と
認
知
症
の
関
係
に

つ
い
て
解
説
す
る
武
氏

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡
会
が
6
月
5
日

に
開
催
し
た
ウ
ェ
ブ
学
習
会
で
は
、「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
第
74
回
世
界

保
健
総
会
で
の
口
腔
保
健
の
歴
史
的
決
議
の
意
義
と
日
本

の
歯
科
医
療
従
事
者
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
東
京
医
科
歯

科
大
学
教
授
の
相
田
潤
氏
（
写
真
）
が
講
演
し
た
。
概
要

を
紹
介
す
る
。

4
0
0
0
万
人
の
う

蝕
が
未
処
置

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
2
0
2
1
年
5

月
、
30
年
に
向
け
た
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ヘ
ル
ス
カ
バ
レ
ッ
ジ

と
非
感
染
性
疾
患
の
ア
ジ
ェ

ン
ダ
の
一
環
と
し
て
、
よ
り

良
い
口
腔
保
健
の
達
成
を
目

的
と
し
た
決
議
を
採
択
し

た
。決

議
の
背
景
に
は
、
歯
科

疾
患
が
他
の
疾
患
に
比
べ
有

病
率
が
極
め
て
高
い
こ
と
が

あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
調
査
研
究

に
お
け
る
有
病
率
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
、
全
2
9
1
疾
病
中

で
第
1
位
が
永
久
歯
の
う
蝕

で
あ
り
、
第
6
位
が
歯
周
病

と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
世
界

の
疾
病
負
担
研
究
2
0
1

0
）。日本

で
は
、
子
ど
も
の
う

蝕
率
は
確
か
に
減
少
し
て
い

る
が
、
国
民
全
体
を
み
れ
ば
、

約
4
0
0
0
万
人
に
未
処
置

の
う
蝕
歯
が
あ
る
（
厚
労
省

「
平
成
28
年
歯
科
疾
患
実
態

調
査
」）。
ま
た
、
有
病
率
の

高
さ
か
ら
考
え
る
と
子
ど
も

の
医
療
費
に
お
い
て
歯
科
疾

患
の
費
用
が
占
め
る
割
合
は

高
く
、
全
体
の
歯
科
医
療
費

に
占
め
る
う
蝕
治
療
の
割
合

も
高
い
（
厚
労
省
「
平
成
30

年
度
国
民
医
療
費
」）。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
政

府
が
「
歯
の
形
態
回
復
」
か

ら
「
機
能
の
維
持
管
理
」
に

舵
を
切
る
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
る
こ
と
は
、
実
際
の
歯

科
医
療
ニ
ー
ズ
と
乖
離
し
て

い
る
。

歯
科
疾
患
の
発
生
に

社
会
的
要
因

歯
科
疾
患
の
発
生
は
、
貧

困
や
家
庭
環
境
な
ど
の
社
会

的
要
因
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。
時
間
的
・
経
済
的
余

裕
が
な
い
た
め
低
所
得
者
ほ

ど
受
診
し
な
い
、
幼
少
期
に

虐
待
を
受
け
た
高
齢
者
は
残

存
歯
数
が
少
な
い
と
の
調
査

報
告
が
あ
る
。

重
要
な
こ
と
は
、
口
腔
の

健
康
格
差
は
自
己
責
任
で
解

決
す
る
こ
と
が
困
難
と
い
う

点
に
あ
る
。
社
会
全
体
の
う

蝕
患
者
を
ケ
ア
す
る
た
め
に

は
、
歯
科
医
院
で
の
治
療
や

指
導
（
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ

ー
チ
）
だ
け
で
な
く
、
幼
稚

園
、
小
学
校
で
の
フ
ッ
化
物

洗
口
な
ど
誰
で
も
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
社
会
的
要
因

の
改
善
（
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ア
プ
ロ
ー
チ
）
も
進
め
る

こ
と
が
必
要
だ
。

口腔の健康格差と社会的要因
౦ژҩՊࣃՊେֶڭत ૬ా५ߨ͕ࢯԋ

集
団
フ
ッ
化
物
洗
口
を
取

り
入
れ
た
自
治
体
で
は
、
子

ど
も
の
平
均
う
蝕
本
数
は
減

少
し
、
特
に
う
蝕
歯
5
本
以

上
の
例
は
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
フ
ッ
化
物
洗

口
を
実
施
し
た
世
代
は
、
50

代
に
な
っ
て
も
、
う
蝕
が
少

な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
（
厚
労
省
「
口
腔
保
健
に

関
す
る
予
防
強
化
推
進
モ
デ

ル
事
業
（
令
和
2
年
度
委
託

事
業
）」）。

歯
科
疾
患
の
罹
患
状
況
、

そ
の
発
生
要
因
（
社
会
的
要

因
）、公
衆
衛
生
な
ど
の
対
策

に
国
際
的
な
「
あ
た
り
ま
え
」

を
取
り
入
れ
て
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

る
。
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・
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愛
知
県
保
険
医
協
会




